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一
九
四
二
年
九
月

十
二
月

〈
思
想
戦
〉
の
中
の
「
花
火
」
／
野
口
尚
志

前
年
十
二
月
八
日
の
開
戦
か
ら
一
年
を
迎
え
る
こ
の
時
期
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
は
、「
文
學
界
」

九
、
十
月
号
掲
載
の「
近
代
の
超
克
」特
集
と
、
結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
文
学
報
国
会
が
主
催
し
た〈
大

東
亜
文
学
者
会
議
〉
の
第
一
回
大
会
の
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

新
聞
に
は
〈
思
想
戦
〉
と
い
う
言
葉
が
踊
っ
て
い
る
。
文
学
に
関
わ
る
例
と
し
て
、「
大
東
亜
戦
争
一
周

年

文
化
の
必
勝
態
勢
座
談
会
」
に
日
本
文
学
報
国
会
常
務
理
事
の
肩
書
で
出
席
し
た
中
村
武
羅
夫
の
発

言
を
引
い
て
お
こ
う
（「
読
売
新
聞
」
一
二
・
二
）。

今
ま
で
発
展
し
て
来
た
近
代
文
学
の
方
向
も
そ
の
質
も
、
か
な
り
混
り
気
の
あ
る
も
の
で
、
日
本
文

学
と
し
て
ど
う
も
真
髄
か
ら
本
物
で
あ
る
と
は
い
ひ
に
く
い
。
大
東
亜
戦
争
の
開
戦
に
よ
つ
て
新
た

に
認
識
さ
れ
、
は
つ
き
り
体
得
さ
れ
た
日
本
精
神
に
基
い
た
日
本
文
学
を
建
設
し
、
創
造
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
米
英
的
な
も
の
に
多
く
指
導
さ
れ
た
過
去
の
近
代
文
化
を
否
定
し
て
、
新
た
に

自
覚
し
た
日
本
精
神
に
結
び
付
い
た
文
学
を
創
造
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
日
本
精
神
に

基
い
た
文
学
を
拡
大
し
て
行
く
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
を
指
導
す
る
一
つ
の
根
本
的
な
大
綱
に
な
る
べ
き

だ
さ
う
い
ふ
風
に
考
へ
て
ゐ
る
。

マ
マ

〈
西
欧
（
米
英
）
の
精
神
〉
対
〈
日
本
精
神
〉。「
朝
日
新
聞
」
十
二
月
十
九
日
掲
載
の
「
思
想
戦
研
究

所
」
設
立
の
記
事
の
見
出
し
に
言
わ
せ
れ
ば
、「〝
姿
な
き
敵
〟
の
撃
滅
へ
」。
こ
れ
を
国
外
で
の
戦
争
に
対

し
て
国
内
で
の
戦
い
に
見
立
て
、
総
力
戦
の
一
角
を
占
め
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

亀
井
勝
一
郎
の
「
奴
隷
の
平
和
よ
り
も
王
者
の
戦
争
を
！
」（「
現
代
精
神
に
関
す
る
覚
書
」）
と
い
う
悪

名
高
い
一
文
が
知
ら
れ
る
「
近
代
の
超
克
」
特
集
も
そ
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
戦
後
に
小
田
切
秀
雄
は
、

「
軍
国
主
義
支
配
体
制
の
「
総
力
戦
」
の
有
機
的
な
一
部
分
た
る
「
思
想
戦
」
の
一
翼
」
で
あ
っ
た
と
批

判
す
る
（「「
近
代
の
超
克
」
論
に
つ
い
て
」、「
文
学
」
一
九
五
八
・
四
）。
一
方
で
、「
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
荷
担
し
た
と
い
う
通
説
に
そ
ぐ
わ
な
い
特
集
全
体
の
四
分
五
裂
ぶ
り
」
と
い
う
評

も
あ
る
（
藤
森
清
「〈
近
代
の
超
克
〉
の
位
相
」、『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
現
代
編
』
一
九
九
七
・
五
、

野口尚志

【
戦
局
】

▼
9
月

・

日
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
第
一
次
攻
撃

12
▼

月
10

・

日
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
第
二
次
攻
撃

24
・

日
、
南
太
平
洋
海
戦

26
▼

月
11

・

日
、
第
三
次
ソ
ロ
モ
ン
海
戦

14
▼

月
12

・
8
日
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
パ
サ
ブ
ア
の
日

本
軍
玉
砕

・

日
、
大
本
営
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

31決
定
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東
京
堂
出
版
）。
翌
年
の
単
行
本
化
の
際
に
収
録
さ
れ
た
河
上
徹
太
郎
の
「「
近
代
の
超
克
」
結
語
」
を
読

む
と
、
こ
の
よ
う
に
評
価
が
分
か
れ
る
理
由
も
あ
る
程
度
了
解
で
き
よ
う
か
。

此
の
会
議
が
成
功
で
あ
つ
た
か
否
か
、
私
に
は
ま
だ
よ
く
分
ら
な
い
。
た
ゞ
こ
れ
が
開
戦
一
年
の
間

の
知
的
戦
慄
の
う
ち
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
覆
ふ
べ
く
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
確
か
に

我
々
知
識
人
は
、
従
来
と
て
も
我
々
の
知
的
活
動
の
真
の
原
動
力
と
し
て
働
い
て
ゐ
た
日
本
人
の
血

と
、
そ
れ
を
今
ま
で
不
様
に
体
系
づ
け
て
ゐ
た
西
欧
知
性
の
相
剋
の
た
め
に
、
個
人
的
に
も
割
り
切

れ
な
い
で
ゐ
る
。
会
議
全
体
を
支
配
す
る
異
様
な
混
沌
や
決
裂
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

「
相
剋
」
や
「
割
り
切
れ
な
さ
」
が
、
西
洋
文
明
対
日
本
と
い
う
単
純
な
図
式
を
描
か
せ
な
か
っ
た
と
は

い
う
も
の
の
、「
知
識
人
」
も
〈
思
想
戦
〉
の
空
気
と
ど
う
関
わ
る
か
を
問
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
は
、
日
本
語
へ
の
関
心
が
浮
上
し
て
い
る
。
発
端
は
外
地
で
の
日
本
語
教
育
を
念
頭
に
置
い
た

国
語
審
議
会
に
よ
る
「
標
準
漢
字
表
」「
新
字
音
仮
名
遣
表
」
の
発
表
で
あ
る
。
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
国
語

の
便
宜
化
、
簡
易
化
へ
の
文
学
者
か
ら
の
応
答
の
例
と
し
て
、
亀
井
勝
一
郎
「
国
語
の
危
機
」（「
日
本
学

藝
新
聞
」
九
・
一
五
）
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

文
学
者
た
る
も
の
、
深
き
決
意
を
も
つ
て
こ
の
課
題
に
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
現
代
語

の
乱
脈
は
、
文
明
開
化
以
来
の
わ
が
精
神
と
思
想
の
混
乱
の
あ
ら
は
れ
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
皇
国
の
伝
統
に
照
ら
し
て
、
俗
化
し
た
一
切
の
言
語
を
、
そ
の
本
来
の
面
目
に
還
し
、
そ

こ
に
流
し
た
祖
先
の
血
と
悲
願
に
身
を
も
つ
て
直
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
言
葉
は
国
の
い
の

ち
で
あ
る
。
い
か
に
困
難
な
り
と
も
そ
の
尊
厳
を
傷
つ
け
ず
、
異
邦
人
を
し
て
之
に
従
は
し
め
る
だ

け
の
愛
と
自
信
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

主
眼
は
「
美
し
い
日
本
語
を
建
設
す
る
こ
と
」
と
い
う
亀
井
自
身
の
言
葉
に
尽
き
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

「
文
明
開
化
以
来
の
わ
が
精
神
と
思
想
の
混
乱
」
と
い
う
よ
う
に
、
言
葉
と
思
想
が
直
結
さ
せ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
こ
に
も
〈
思
想
戦
〉
の
影
は
色
濃
い
と
言
え
る
。
舟
橋
聖
一
な
ど
も
、「
こ
れ
が

南
方
進
出
に
伴
ふ
、
敵
前
上
陸
的
国
語
の
簡
易
化
と
い
ふ
技
術
論
的
便
宜
主
義
な
ら
ば
大
い
に
よ
ろ
し
い
。

太宰治と戦争1941-1945

【
社
会
】

▼
9
月

・
大
東
亜
省
設
置
の
閣
議
決
定

・
日
本
滞
留
宣
教
師
を
抑
留
所
に
強
制
収
容

・
大
政
翼
賛
会
、
第
三
回
中
央
協
力
会
議

▼

月
10

・
陸
軍
、
本
土
空
襲
の
米
機
搭
乗
員
を
死
刑
、

ま
た
は
重
罪
に
処
す
る
旨
布
告

▼

月
11

・
官
庁
の
一
部
職
権
を
統
制
会
に
委
譲

▼

月
12

・
竹
槍
訓
練
を
開
始

・
御
前
会
議
、
「
大
東
戦
争
完
遂
の
た
め
の

対
支
処
理
根
本
方
針
」
決
定
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然
し
そ
の
た
め
に
、
本
国
に
お
い
て
も
国
語
の
伝
統
を
無
視
す
る
や
う
な
、
浅
薄
な
合
理
派
の
理
論
が
便

乗
す
る
の
は
、
堪
へ
難
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い
い
、
こ
う
し
た
態
度
を
「
現
下
の
最
悪
の
思
想
」
で
あ
る

と
述
べ
て
い
る
（「
近
時
所
感
」、「
読
売
新
聞
」
九
・
一
〇
）。
端
的
に
言
え
ば
、「
標
準
漢
字
表
」「
新
字

音
仮
名
遣
表
」
問
題
が
、
一
部
の
文
学
者
に
〈
日
本
精
神
〉
な
る
も
の
の
探
求
を
触
発
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
十
一
月
の
「
愛
国
百
人
一
首
」
の
選
定
な
ど
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

〈
思
想
戦
〉
へ
の
文
学
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
と
し
て
は
、
中
華
民
国
、
満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
、
モ
ン
ゴ

ル
の
文
学
者
を
招
聘
し
て
開
か
れ
た
〈
大
東
亜
文
学
者
会
議
〉
を
外
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。
五
月
に
結
成

さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
文
学
報
国
会
の
主
催
で
企
画
さ
れ
、
十
一
月
三
日
に
帝
国
劇
場
に
て
第
一
回
大
会

開
会
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
意
義
」（「
日
本
学
藝
新
聞
」
一
一
・
一
）
と
題
す
る

一
戸
務
の
文
章
を
引
い
て
お
こ
う
。

新
聞
紙
上
な
ど
で
、
こ
の
大
会
を
目
し
て
東
亜
文
藝
の
復
興
で
あ
る
と
い
つ
た
や
う
な
題
目
を
つ
け

て
ゐ
る
が
、
私
か
ら
い
は
せ
れ
ば
、
決
し
て
こ
れ
は
東
亜
文
藝
の
復
興
で
は
な
く
、
建
設
な
の
で
あ

る
。（
中
略
）
日
本
文
化
、
支
那
文
化
、
印
度
文
化
、
そ
の
他
東
亜
各
地
の
文
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
発
達
を
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
が
、
東
亜

東
洋
と
い
ふ
、
対
西
洋
の
文

化
と
対
比
し
て
、
発
達
し
て
く
る
の
は
、
実
に
今
後
の
新
文
化
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）
も
ち
ろ
ん
今

回
の
大
会
が
、
大
東
亜
戦
争
の
目
的
完
遂
の
た
め
に
文
学
者
が
協
力
す
る
一
つ
の
形
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
こ
れ
を
更
に
大
き
く
み
て
、
敵
性
国
家
以
外
の
国
々
が
一
塊
と
な
つ
て
、
新
文
化
を
建
設
す

る
会
議
だ
と
も
解
さ
れ
る
。

島
崎
藤
村
が
万
歳
三
唱
の
音
頭
を
取
り
、
横
光
利
一
が
「
大
会
宣
言
」
を
朗
読
し
た
。
ほ
か
に
菊
池
寛
、

林
房
雄
、
春
山
行
夫
、
金
子
光
晴
、
高
浜
虚
子
、
斎
藤
茂
吉
、
佐
々
木
信
綱
な
ど
が
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
に
結
集
し
、〈
大
東
共
栄
圏
〉
を
形
作
る
国
や
地
域
の
文
学
者
と
交
流
を
深
め
、「
大
東
亜
文
学
賞
」

を
制
定
す
る
な
ど
し
た
。

さ
て
、
こ
の
時
期
を
、
太
宰
治
は
母
危
篤
の
た
め
津
軽
に
里
帰
り
し
た
り
、
井
伏
鱒
二
の
南
方
か
ら
の

野口尚志

【
文
化
】

▼
9
月

・
映
画
「
母
の
地
図
」（
島
津
保
次
郎
監
督
）

▼

月
10

・
映
画
「
或
る
女
」（
渋
谷
実
監
督
）

▼

月
11

・
北
原
白
秋
没

・
大
東
亜
文
学
者
会
議

▼

月
12

・
大
東
亜
戦
争
美
術
展
（
藤
田
嗣
治
「
十
二

月
八
日
の
真
珠
湾
」
な
ど
）

・
映
画
「
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
」（
山
本

嘉
次
郎
監
督
、
特
殊
技
術
円
谷
英
二
）

・
中
島
敦
没

・
大
日
本
言
論
報
国
会
結
成

【
代
表
作
】

▼
9
月

・
「
近
代
の
超
克
」
特
集
（
～

月
、「
文
學

10

界
」）

・
井
伏
鱒
二
「
昭
南
日
記
」（「
文
學
界
」）

▼

月
10

・
石
上
玄
一
郎
「
精
神
病
学
教
室
」（「
中
央
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帰
還
を
迎
え
た
り
、「
黄
村
先
生
言
行
録
」
を
執
筆
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
に
費
や
し
て
い
る
が
、「
文
藝
」

十
月
号
に
発
表
し
た
短
編
「
花
火
」
が
全
文
削
除
処
分
に
遭
っ
て
い
る
。（
た
だ
し
、「
文
藝
」
が
店
頭
に

並
ん
だ
後
に
出
た
処
分
で
あ
る
）「
出
版
警
察
報
」
第
一
四
五
号
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
あ
っ
た
。

「
花
火
」
ト
題
ス
ル
小
説
ハ
登
場
人
物
悉
ク
異
状
性
格
ノ
所
有
者
ニ
シ
テ
就
中
主
人
公
タ
ル
「
勝
治
」

ト
称
ス
ル
一
青
年
ハ
親
、
兄
弟
ノ
忠
言
ニ
反
抗
シ
、
マ
ル
キ
ス
ト
ヲ
友
ト
シ
、
其
他
不
良
青
年
ヲ
仲

間
ニ
持
チ
、
放
縦
、
頽
廃
的
ナ
生
活
ヲ
続
ケ
、
為
メ
ニ
家
庭
ヲ
乱
脈
ニ
導
キ
、
遂
ニ
其
青
年
ハ
不
慮

ノ
死
ヲ
遂
ゲ
ル
ト
謂
フ
経
緯
ノ
創
作
ナ
ル
ガ
全
般
的
ニ
考
察
シ
テ
一
般
家
庭
人
ニ
対
シ
悪
影
響
ア
ル

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
不
快
感
極
マ
ル
ノ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
ニ
因
リ
第
一
一
〇
頁
ヨ
リ
第
一
二
五
頁
迄
削

除
。

当
局
は
こ
う
言
う
が
、
こ
の
作
品
を
注
意
深
く
読
め
ば
、
単
に
乱
脈
で
退
廃
的
な
青
年
を
描
い
た
だ
け

の
作
品
と
は
と
う
て
い
思
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。

主
人
公
勝
治
の
父
は
フ
ラ
ン
ス
帰
り
、
母
は
ド
イ
ツ
語
学
校
主
事
の
娘
で
あ
る
。
こ
の
欧
州
の
二
大
国

は
、
こ
の
時
点
で
の
敗
戦
国
と
戦
勝
国
と
し
て
も
メ
デ
ィ
ア
上
で
は
表
象
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
勝

治
の
ル
ー
ツ
に
関
わ
っ
て
い
る
。
勝
治
自
身
は
放
蕩
の
果
て
に
死
を
遂
げ
、
作
品
は
妹
が
「
兄
さ
ん
が
死

ん
だ
の
で
、
私
た
ち
は
幸
福
に
な
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
結
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
世
界
の
文
学
に
も
、

未
だ
か
つ
て
出
現
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
程
の
新
し
い
言
葉
」
だ
と
い
う
。
目
を
ひ
く
の
は
、
こ
れ
が
「
エ

ホ
バ
を
さ
へ
沈
思
さ
せ
た
に
ち
が
ひ
な
い
」
と
、
一
神
教
の
神
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

妹
の
「
言
葉
」
の
〈
新
し
さ
〉
に
対
し
、
西
洋
の
宗
教
と
思
想
の
根
本
で
あ
る
神
が
、
い
わ
ば
〈
古
い
〉

価
値
観
の
代
表
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、〈
思
想
戦
〉
を
標
榜
す
る
人
々
の
〈
日
本
対
欧
米
〉
と

い
う
二
元
論
と
重
な
る
よ
う
で
い
て
、
よ
り
複
雑
な
〈
欧
米
〉
へ
の
思
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の

点
は
検
討
さ
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
作
品
は
実
際
に
起
き
た
保
険
金
殺
人
事
件
を
題
材
と
し
て
お
り
、

一
見
、「
開
戦
一
年
の
間
の
知
的
戦
慄
」（
前
出
河
上
徹
太
郎
）
な
ど
と
は
無
縁
の
よ
う
な
「
花
火
」
だ
が
、

太
宰
の
時
局
へ
の
ま
な
ざ
し
、
ひ
い
て
は
〈
思
想
戦
〉
へ
の
態
度
も
窺
い
得
る
作
品
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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公
論
」）

・
太
宰
治
「
花
火
」（「
文
藝
」）

・
新
美
南
吉
『
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』

（
有
光
社
）

▼

月
11

・
丹
羽
文
雄
「
海
戦
」（「
中
央
公
論
」）

・
中
島
敦
『
南
島
譚
：
新
鋭
文
学
選
集
2
』

（
今
日
の
問
題
社
）

・
太
宰
治
『
信
天
翁
』（
昭
南
書
房
）

・
板
垣
直
子
『
現
代
の
文
芸
評
論
』（
第
一

書
房
）

・
杉
山
平
助
『
文
芸
五
十
年
史
』（
鱒
書
房
）

・
馬
場
孤
蝶
『
明
治
文
壇
の
人
々
』（
三
田

文
学
出
版
部
）

▼

月
12

・
堤
千
代
「
十
二
月
八
日
」（
4
日
、「
大
阪

毎
日
新
聞
」）

・
太
宰
治
「
禁
酒
の
心
」（「
現
代
文
学
」）

・
川
端
康
成
「
英
霊
の
遺
文
」（
8
、

～
10

日
、「
東
京
新
聞
」）

15
・
小
宮
豊
隆
『
漱
石
の
芸
術
』（
岩
波
書
店
）

・
吉
田
精
一
『
芥
川
竜
之
介
』（
三
省
堂
）


